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今日は運動会に向けた練習で
す。子どもたちは、とても楽し
そうに、一生懸命走りました。

運動会に向けて
慈光第二こども園

まけないぞ〜



９月定例会議

不適正な事務対応に対する決議を可決
９月定例会議のあらまし
９月定例会議は、９月14日から10月６日までの23日間の会議期間で開かれました。
今定例会議では、令和５年度補正予算や条例制定等の議案、令和４年度の各会計歳入歳出決算の
認定などの案件が提出されました。これらについては、本会議での総括質疑後、条例制定等の議案
等は、総務、文教厚生、産業経済、建設の各委員会へ付託され、また、予算・決算に係る議案等は
予算決算委員会に付託され、審査が行われました。なお、本会議の最終日では、決議案第１号が追
加提案され、本会議で審議が行われ、賛成総員（全会一致）で可決されました。
今定例会議に提出された議案等とその審議結果は９ページのとおりです。
なお、市政全般にわたる市の考えを問う一般質問では、17名の議員が質問を行いました。

議
案
等
に
対
す
る
質
疑
と
審
査

議案第63号
令和５年度
会津若松市
一般会計
補正予算

（第６号）

不
適
正
な
事
務
対
応
が
起
き
た
原
因
は

福
利
厚
生
費（
職
員
健
康
診
断
事
業
）

問

職
員
健
康
診
断
事
業

に
お
い
て
、
令
和
４
年
度

に
委
託
業
務
の
契
約
を
締

結
し
て
い
な
い
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
業
務
が
実
施
さ

れ
た
理
由
に
つ
い
て
伺
う
。

職
員
健
康
診
断
事
業

は
事
業
の
性
質
上
、
一
定

程
度
の
期
間
に
わ
た
っ
て
、

実
施
場
所
や
日
時
な
ど
を

調
整
す
る
必
要
が
あ
る
た

め
、
事
前
の
打
ち
合
わ
せ

が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
上
で
実
施
に
当
た
っ

て
は
市
の
財
務
規
則
に
則

り
、
契
約
締
結
の
手
続
き

を
行
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
が
、
今
回
の
不
適
正

な
事
務
対
応
で
は
本
来
行

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事

務
手
続
が
軽
ん
じ
ら
れ
て

い
ま
し
た
。

【
事
業
概
要
】

職
員
健
康
診
断
事
業
に
お
け
る
過
年
度
の
契
約
の
未

締
結
お
よ
び
委
託
料
相
当
額
の
未
払
い
へ
の
対
応
に
要

す
る
経
費
を
予
算
措
置
す
る
も
の
で
す
。

【
事
業
費
の
内
訳
】

補
償
費
（
未
払
い
委
託
料
相
当
額
）
１
４
６
９
万
円

事
務
費

３
１
４
万
円

補正予算の概要

令和５年９月定例会議日程
	９月14日（木）	 開会日

	 本会議（議案等提案理由説明）
　　19日（火）、20日（水）、21日（木）

	 本会議（一般質問）
	 22日（金）	 本会議（総括質疑）

	 予算決算委員会
	 25日（月）	 総務委員会・産業経済委員会

	 予算決算委員会第１・第３分科会
	 26日（火）	 文教厚生委員会・建設委員会

	 予算決算委員会第２・第４分科会
	 27日（水）	 予算決算委員会第１・第３分科会
	 28日（木）	 予算決算委員会第２・第４分科会
	 29日（金）	 予算決算委員会第１・第３分科会
	10月２日（月）	 文教厚生委員会・建設委員会

	 予算決算委員会第２・第４分科会
	 ４日（水）	 予算決算委員会
	 ６日（金）	 最終日

	 本会議（委員会審査報告～表決）

ま
た
、
契
約
を
締
結
す

べ
き
相
手
方
に
お
い
て
は
、

事
前
の
打
ち
合
わ
せ
が
行

わ
れ
て
い
た
た
め
、
当
然
、

契
約
が
締
結
さ
れ
る
も
の

と
の
前
提
に
よ
り
、
事
業

が
実
施
さ
れ
た
経
過
に
あ

り
ま
す
。

問

不
適
正
な
事
務
対
応

が
発
生
し
た
組
織
と
し
て

の
原
因
に
つ
い
て
伺
う
。

今
回
の
不
適
正
な
事

務
対
応
が
発
生
し
た
原
因

は
、
組
織
の
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
が
機
能
し
て
い
な
か
っ

た
こ
と
に
あ
る
と
認
識
し

て
い
ま
す
。
本
来
で
あ
れ

ば
担
当
職
員
の
業
務
状
況

を
グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー
お

よ
び
所
属
長
が
確
認
し
、

業
務
に
遅
滞
が
な
い
よ
う

に
必
要
な
指
示
、
助
言
を

行
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
が
、
今
回
の
事
案
に
つ

い
て
は
当
該
担
当
職
員
が

複
数
年
に
わ
た
っ
て
同
じ

業
務
を
担
当
し
、
ま
た
、

経
験
が
長
い
職
員
と
い
う

こ
と
も
あ
り
、
グ
ル
ー
プ

リ
ー
ダ
ー
お
よ
び
所
属
長

が
業
務
を
任
せ
き
り
に
し
、

必
要
な
確
認
を
怠
っ
て
し

ま
っ
た
こ
と
な
ど
、
組
織

と
し
て
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

2

賛
否
一
覧
、
討
論

審

議

結

果

一

般

質

問

議
会
か
ら
の

お

知

ら

せ

議
案
等
の
審
査



政
策
分
野

機
能
が
働
い
て
い
な
か
っ

た
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

問

今
般
の
よ
う
な
不
適

正
な
事
務
対
応
が
起
き
な

い
よ
う
に
す
る
た
め
の
今

後
の
対
策
に
つ
い
て
伺
う
。

職
員
に
対
す
る
財
務

事
務
の
適
正
な
対
応
の
再

徹
底
は
当
然
の
こ
と
な
が

ら
、
予
算
の
執
行
状
況
や

財
務
事
務
の
手
続
き
、
事

業
の
執
行
手
順
を
一
覧
化

す
る
な
ど
の
可
視
化
を
行

っ
て
い
き
ま
す
。
執
行
状

況
等
は
所
属
長
が
確
認
し
、

最
終
的
に
部
局
長
が
確
認

す
る
な
ど
、
担
当
職
員
だ

け
で
は
な
く
組
織
的
に
進

捗
状
況
を
把
握
し
て
い
き

ま
す
。

グ
ル
ー
プ
内
に
お
い
て

財
務
事
務
を
総
合
的
に
確

認
す
る
役
割
を
明
確
に
位

置
付
け
る
な
ど
チ
ェ
ッ
ク

体
制
の
強
化
を
図
り
、
二

度
と
同
様
の
不
適
正
な
事

務
対
応
が
起
き
な
い
よ
う

対
応
し
て
い
く
考
え
で
す
。

承認第３号
令和４年度

一般会計決算

令
和
４
年
度
一
般
会
計
決
算
の
審
査
に
当
た
り
、
予

算
決
算
委
員
会
各
分
科
会
で
は
、
事
前
に
第
７
次
総
合

計
画
に
掲
げ
る
政
策
分
野
を
抽
出
し
、
整
理
さ
れ
た
論

点
を
中
心
に
、
執
行
機
関
に
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。
そ

の
主
な
も
の
を
掲
載
し
ま
す
。

令和４年度会津若松市各会計別決算 （千円以下四捨五入）
会        計 歳       入 歳       出

一般会計 603億 1万円 567億8,848万円

特

別

会

計

国民健康保険 114億1,184万円 110億1,565万円
観光施設事業 2億8,760万円 2億8,732万円
地方卸売市場事業 8,712万円 8,661万円
扇町土地区画整理事業 8億3,163万円 5億2,292万円
介護保険 129億9,515万円 123億1,706万円
三本松地区宅地整備事業 1億 944万円 61万円
後期高齢者医療 14億8,556万円 14億7,650万円

合        計 875億 835万円 824億9,515万円
公営企業会計 （千円以下四捨五入）

会        計 収       入 支       出
水道事業 収益的収支 32億6,310万円 29億4,091万円

資本的収支 5億5,100万円 16億 467万円

簡易水道事業 収益的収支 2,442万円 1,762万円
資本的収支 236万円 645万円

下水道事業 収益的収支 36億2,554万円 34億 295万円
資本的収支 13億7,397万円 26億1,118万円

全
庁
的
課
題「
仕
事
の
属
人
化
」へ
の
対
策

問

働
き
方
改
革
を
通
し

て
見
え
て
き
た
課
題
に
つ

い
て
伺
う
。

全
庁
的
な
課
題
と
し

て
、
仕
事
の
属
人
化
、
増

え
続
け
る
業
務
量
と
既
存

事
業
の
廃
止
が
困
難
で
あ

る
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
、

こ
う
し
た
課
題
を
全
庁
的

に
共
有
し
、
横
断
的
な
対

策
を
進
め
て
い
く
必
要
が

あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

問

仕
事
の
属
人
化
へ
の

対
策
と
し
て
現
在
の
グ
ル

ー
プ
制
を
変
え
て
い
く
必

要
性
に
つ
い
て
伺
う
。

グ
ル
ー
プ
制
に
つ
い

て
は
随
時
、
運
用
の
見
直

し
を
行
っ
て
お
り
、
改
善

を
講
じ
て
き
ま
し
た
。
ま

た
、
係
制
で
あ
れ
ば
仕
事

の
属
人
化
が
起
き
な
い
の

か
に
つ
い
て
は
、
検
証
が

必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

仕
事
の
属
人
化
へ
の
対
策

と
し
て
は
、
業
務
が
偏
ら

な
い
よ
う
組
織
と
し
て
事

務
分
担
を
確
認
す
る
こ
と
、

業
務
の
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン

を
行
う
こ
と
、
内
部
統
制

を
図
る
こ
と
、
財
務
事
務

な
ど
の
手
続
の
可
視
化
、

チ
ェ
ッ
ク
体
制
を
強
化
す

る
こ
と
な
ど
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。
一
方
、
グ

ル
ー
プ
制
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
、
グ
ル
ー
プ
リ

ー
ダ
ー
が
グ
ル
ー
プ
の
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
を
行
い
な
が

ら
、
困
難
な
業
務
を
行
い
、

文
書
や
財
務
事
務
の
確
認

も
行
う
な
ど
、
様
々
な
重

要
な
役
割
を
担
い
、
多
忙

化
す
る
状
況
の
中
で
、
今

般
の
不
適
正
な
事
務
対
応

が
発
生
し
て
し
ま
い
ま
し

た
。
今
後
、
グ
ル
ー
プ
制

に
お
け
る
チ
ェ
ッ
ク
体
制

に
つ
い
て
改
め
て
検
討
を

行
う
考
え
で
す
。

行
政
運
営

委
員
間
討
議

予
算
決
算
委
員
会
第
１

分
科
会
に
お
い
て
、「
不

適
正
な
事
務
対
応
へ
の
対

策
に
つ
い
て
」
を
論
点
と

し
、
委
員
間
討
議
を
行
い

ま
し
た
。

委
員
間
討
議
の
結
果

「
今
般
の
不
適
正
な
事

務
対
応
に
つ
い
て
は
、
仕

事
の
属
人
化
が
背
景
に
あ

る
こ
と
な
ど
が
質
疑
を
通

し
て
明
ら
か
と
な
り
、
そ

の
対
策
に
つ
い
て
も
示
さ

れ
た
。
し
か
し
、
実
際
に

対
策
通
り
に
行
え
る
の
か
、

同
様
の
不
適
正
な
事
務
対

応
が
今
後
二
度
と
起
こ
ら

な
い
よ
う
、
組
織
的
に
対

策
し
て
い
く
べ
き
で
あ
り
、

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
議
会

と
し
て
決
議
す
べ
き
で
あ

る
」
と
の
分
科
会
と
し
て

の
考
え
を
確
認
し
ま
し
た
。

※
な
お
、
最
終
日
の
本
会

議
で
決
議
案
が
提
出
さ
れ
、

賛
成
総
員
で
可
決
さ
れ
ま

し
た
。（
決
議
文
の
内
容

は
４
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。）
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論

審
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般

質

問

議
会
か
ら
の

お

知

ら
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議
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等
の
審
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デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家
構
想

推
進
交
付
金
事
業
の
取
組

問

デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市

国
家
構
想
推
進
交
付
金
を

活
用
し
た
事
業
の
継
続
性

に
つ
い
て
伺
う
。

令
和
４
年
度
に
デ
ジ

タ
ル
田
園
都
市
国
家
構
想

推
進
交
付
金
を
活
用
し
て

実
装
し
た
事
業
に
つ
い
て

は
、
初
年
度
で
あ
る
令
和

４
年
度
は
仕
組
み
の
構
築

段
階
と
し
、
そ
の
後
３
年

間
は
サ
ー
ビ
ス
を
継
続
す

る
こ
と
が
国
に
提
出
し
た

計
画
の
前
提
と
な
っ
て
い

ま
す
。
令
和
４
年
度
末
で

様
々
な
仕
組
み
が
構
築
さ

れ
た
た
め
、
今
後
は
、
実

際
に
使
っ
て
い
た
だ
く
機

会
を
増
や
し
て
い
く
た
め

の
体
験
説
明
会
の
開
催
や
、

地
元
事
業
者
と
の
サ
ー
ビ

ス
の
連
携
促
進
な
ど
の
取

組
を
継
続
し
な
が
ら
、
事

業
を
定
着
さ
せ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

4

決議とは、議会が行う意思形成行為で、政治的な効果や議会の意思を対外的
に表明することが必要であると考える場合などに行われます。９月定例会議で
可決された決議内容は下記のとおりです。

承認第３号　令和４年度会津若松市一般会計歳入歳出決算の認定についてに関する決議（概要）
　令和５年９月定例会議における「承認第３号　令和４年度会津若松市一般会計歳入歳出決算の認
定について」の審査では、職員健康診断業務等の業務執行について、契約を締結し、支出負担行為
に基づく支出命令がなされたかなど、個々の段階に応じて事務手続が適正に行われていたのかが問
われた。しかし、その一部において財務規則に基づいた契約締結が行われず、未払いや一部私費に
よる支払等の不適正な事務対応の結果、人事管理費における委託料の不用額が1,631万4,794円と
なったものである。
　こうした行為は関係法規に照らして看過できないものではあるが、執行機関は不適正な事務対応
が発覚した段階で、その内容や経過、原因等を調査し、速やかに公表した。また、該当者の懲戒処
分および適正な執行となるよう、令和５年９月定例会議に補正予算を計上し、同定例会議における
決算審査において、不適正な事務対応であったことを認めた。さらに、総務部内に事務適正化推進
担当を置く人事を令和５年９月25日に内示し、同年10月１日付けで発令したところである。
　今後においては、議案第63号　令和５年度会津若松市一般会計補正予算第６号に計上した職員
健康診断業務、子宮がん施設検診業務および乳がん施設検診業務における委託先に対する事務手続
を速やかに行うこと。さらには、適正な事務対応に向けた、財務事務の適正対応の再徹底およびチ
ェック業務の明確化などの対策を速やかに行うことにより、市政の信頼回復に取り組むことを求め
る旨を決議する。

政
策
分
野

つ
な
が
り
づ
く
り
ポ
イ
ン
ト
事
業
の
取
組

問

つ
な
が
り
づ
く
り
ポ

イ
ン
ト
事
業
の
実
績
に
対

す
る
認
識
に
つ
い
て
伺
う
。

令
和
４
年
度
の
つ
な

が
り
づ
く
り
ポ
イ
ン
ト
事

業
へ
の
登
録
団
体
は
１
０

６
団
体
で
あ
り
、
う
ち
、

参
加
型
団
体
は
１
０
２
団

体
、
支
援
型
団
体
は
４
団

社
会
参
画

体
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
登

録
者
は
１
９
８
９
名
、
協

力
店
は
２
２
８
店
舗
で
し

た
。
今
後
は
、
さ
ら
な
る

参
加
者
の
増
加
に
向
け
て
、

可
能
な
範
囲
で
事
業
の
見

直
し
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
つ
な
が
り
づ
く
り

ポ
イ
ン
ト
事
業
の
導
入
に

よ
る
市
民
の
地
域
活
動
へ

の
参
加
率
や
、
介
護
予
防

効
果
の
有
無
な
ど
に
つ
い

て
、
早
急
に
検
証
を
行
う

必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い

ま
す
。

問

集
め
た
ポ
イ
ン
ト
数

に
応
じ
て
、
サ
ー
ビ
ス
や

商
品
を
購
入
で
き
る
「
つ

な
ポ
ン
券
」
の
協
力
店
舗

数
に
つ
い
て
、
地
域
ご
と

に
差
が
生
じ
て
い
る
こ
と

に
対
す
る
認
識
に
つ
い
て

伺
う
。つ

な
ポ
ン
券
を
利
用

で
き
る
協
力
店
舗
数
に
つ

い
て
、
地
域
に
よ
っ
て
差

が
生
じ
て
い
る
、
と
の
声

が
市
民
か
ら
寄
せ
ら
れ
て

い
ま
す
。
移
動
販
売
な
ど

を
協
力
店
の
対
象
と
し
て

検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。

問

つ
な
が
り
づ
く
り
ポ

イ
ン
ト
事
業
に
関
連
し
た

事
業
と
し
て
、
地
域
支
援

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
事
業
に
お
け
る
、
登

録
者
と
利
用
希
望
者
の
マ

ッ
チ
ン
グ
へ
の
考
え
方
に

つ
い
て
伺
う
。

高
齢
者
福
祉

決 議

賛
否
一
覧
、
討
論

審

議

結

果

一

般

質

問

議
会
か
ら
の

お

知

ら

せ

議
案
等
の
審
査
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地
域
支
援
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
業

の
利
用
希
望
者
が
居
住
す

る
地
区
に
、
登
録
者
が
い

な
い
地
域
が
あ
り
、
登
録

者
が
複
数
地
区
を
担
当
し

て
い
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。

市
か
ら
登
録
者
に
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
依
頼
す
る
際
に

は
、
特
定
の
登
録
者
に
偏

ら
な
い
よ
う
、
地
域
バ
ラ

ン
ス
を
考
慮
し
た
マ
ッ
チ

ン
グ
が
必
要
で
あ
る
と
認

識
し
て
い
ま
す
。

問

あ
い
づ
わ
く
わ
く
学

園
卒
業
後
に
、
地
域
活
動

へ
参
加
し
た
受
講
者
数
に

つ
い
て
伺
う
。

こ
れ
ま
で
、
25
名
が

地
域
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
、
５
名

が
民
生
委
員
・
児
童
委
員

に
、
８
名
が
共
生
福
祉
相

談
員
と
な
っ
て
い
ま
す
。

委
員
間
討
議

予
算
決
算
委
員
会
第
２

分
科
会
に
お
い
て
、「
つ

な
が
り
づ
く
り
ポ
イ
ン
ト

事
業
の
改
善
に
向
け
た
取

組
に
つ
い
て
」
を
論
点
と

し
、
委
員
間
討
議
を
行
い

ま
し
た
。

委
員
間
討
議
の
結
果

「
こ
れ
ま
で
、
議
会
か

ら
出
さ
れ
た
要
望
的
意
見

な
ど
を
踏
ま
え
て
、
市
は
、

参
加
者
や
協
力
店
の
増
加
、

つ
な
が
り
づ
く
り
ポ
イ
ン

ト
事
業
の
目
標
値
を
設
定

す
る
な
ど
の
取
組
を
行
っ

て
い
る
。
ま
た
、
地
域
支

援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
や
わ
く
わ
く
学
園
、

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

な
ど
の
取
組
を
と
お
し
て
、

共
生
福
祉
相
談
員
な
ど
の

地
域
の
人
材
育
成
に
も
つ

な
が
っ
て
い
る
こ
と
な
ど

に
つ
い
て
は
評
価
す
る
。

し
か
し
、
依
然
と
し
て
、

つ
な
が
り
づ
く
り
ポ
イ
ン

ト
事
業
に
対
す
る
市
民
の

認
知
度
、
参
加
者
数
は
十

分
と
は
い
え
な
い
こ
と
か

ら
、
こ
の
事
業
が
地
域
全

体
の
も
の
に
広
が
っ
て
い

る
の
か
、
介
護
予
防
に
役

立
っ
て
い
る
の
か
な
ど
に

つ
い
て
は
、
十
分
な
効
果

検
証
を
行
う
必
要
が
あ
る
。

地
域
学
校
協
働
本
部
事
業

な
ど
、
他
部
局
所
管
の
事

業
も
つ
な
が
り
づ
く
り
ポ

イ
ン
ト
事
業
の
参
加
型
支

援
と
し
て
認
め
て
い
く
こ

と
で
、
市
民
の
関
心
や
意

欲
が
高
ま
り
、
各
事
業
へ

の
参
加
者
が
増
加
す
る
こ

と
も
考
え
ら
れ
る
。
以
上

の
こ
と
か
ら
、
つ
な
が
り

づ
く
り
ポ
イ
ン
ト
事
業
に

つ
い
て
は
、
地
域
で
の
さ

ら
な
る
拡
大
や
地
域
へ
の

還
元
を
図
る
べ
き
で
あ
り
、

ま
た
、
部
局
横
断
に
よ
り

事
業
を
進
め
て
い
く
必
要

が
あ
る
」
と
の
分
科
会
と

し
て
の
共
通
認
識
を
確
認

し
ま
し
た
。

政
策
分
野

こ
ど
も
ク
ラ
ブ
の
運
営

問

こ
ど
も
ク
ラ
ブ
に
待

機
児
童
が
発
生
し
て
い
る

状
況
に
対
す
る
市
の
認
識

に
つ
い
て
伺
う
。

待
機
児
童
が
発
生
し

て
い
る
状
況
は
、
解
決
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
重
要

事
項
で
あ
る
と
認
識
し
て

い
ま
す
。
他
市
の
事
例
を

参
考
に
し
な
が
ら
、
待
機

児
童
の
解
消
策
を
検
討
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

問

こ
ど
も
ク
ラ
ブ
を
利

用
す
る
児
童
や
保
護
者
か

ら
寄
せ
ら
れ
る
相
談
や
要

望
等
の
把
握
に
つ
い
て
伺

う
。

市
へ
直
接
寄
せ
ら
れ

た
こ
ど
も
ク
ラ
ブ
に
関
す

る
問
い
合
わ
せ
に
は
個
別

に
応
じ
て
い
ま
す
。
一
方

で
、
年
度
当
初
に
、
各
こ

ど
も
ク
ラ
ブ
で
開
催
さ
れ

る
総
会
に
お
い
て
保
護
者

か
ら
寄
せ
ら
れ
た
要
望
な

子
ど
も
・
子
育
て

ど
は
把
握
し
て
い
ま
せ
ん

で
し
た
。
ま
た
、
市
が
独

自
に
、
児
童
や
保
護
者
に

対
し
、
こ
ど
も
ク
ラ
ブ
に

関
す
る
要
望
な
ど
を
聞
く

機
会
は
設
け
て
い
な
か
っ

た
と
こ
ろ
で
す
。
こ
れ
ま

で
、
児
童
や
保
護
者
か
ら

寄
せ
ら
れ
る
要
望
や
相
談

に
は
、
主
に
こ
ど
も
ク
ラ

ブ
の
支
援
員
が
応
じ
て
お

り
、
月
に
一
回
、
報
告
書

に
ま
と
め
、
市
に
報
告
さ

れ
て
き
ま
し
た
。
今
後
は
、

児
童
や
保
護
者
の
要
望
な

ど
の
把
握
に
努
め
て
い
き

ま
す
。

①
髙
梨

浩
議
員

・
会
津
若
松
市
立
学
校

設
置
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
ほ
か

②
原
田

俊
広
議
員

・
会
津
若
松
市
空
家
等

応
急
措
置
条
例
ほ
か

③
古
川

雄
一
議
員

・
空
家
対
策
に
関
す
る

経
費
（
令
和
５
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算
）

ほ
か

④
松
崎

新
議
員

・
河
東
地
区
ス
ク
ー
ル

バ
ス
運
行
業
務
委
託

（
令
和
４
年
度
一
般

会
計
決
算
）
ほ
か

⑤
吉
田

恵
三
議
員

・
空
家
対
策
に
関
す
る

経
費
（
令
和
５
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算
）

ほ
か

⑥
譲
矢

隆
議
員

・
福
利
厚
生
費
（
令
和

５
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
）
ほ
か

総
括
質
疑
を
行
っ
た

議
員
名
と
項
目

「
つ
な
が
り
づ
く
り
ポ
イ
ン
ト

事
業
（
つ
な
ポ
ン
）」
は
、
市

民
の
地
域
活
動
参
加
と
高
齢
者

の
社
会
参
加
の
促
進
や
介
護
予

防
の
推
進
を
図
る
た
め
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
の
実
績
に

基
づ
き
ポ
イ
ン
ト
が
付
与
さ
れ
、

集
め
た
ポ
イ
ン
ト
数
に
応
じ
て
、

協
力
店
で
使
え
る
利
用
券
に
交

換
で
き
る
事
業
で
す
。

賛
否
一
覧
、
討
論

審

議

結

果

一

般

質

問

議
会
か
ら
の

お

知

ら

せ

議
案
等
の
審
査
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政
策
分
野

呑
ん
で
運
試
し
！
会
津
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｅ
ガ
チ
ャ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
の
成
果
と
課
題

問

呑
ん
で
運
試
し
！
会

津
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｅ
ガ
チ
ャ
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
事
業
の
実
施
に

よ
る
経
済
効
果
に
つ
い
て

伺
う
。本

事
業
は
、
会
津
清

酒
で
乾
杯
！
事
業
、
ガ
チ

ャ
し
て
抽
選
事
業
、
ま
た

ま
た
呑
ん
べ
ぇ
事
業
の
３

つ
の
事
業
か
ら
な
り
、
事

業
全
体
で
３
８
７
８
万
４

千
円
の
消
費
額
が
あ
っ
た

と
推
計
し
て
い
ま
す
。
出

張
者
や
観
光
客
の
ほ
か
、

40
代
か
ら
50
代
の
女
性
に

よ
る
利
用
が
増
加
し
て
お

り
、
会
津
清
酒
の
新
た
な

客
層
の
獲
得
に
つ
な
が
っ

た
も
の
と
認
識
し
て
い
ま

す
。

問

ま
た
ま
た
呑
ん
べ
ぇ

事
業
の
景
品
と
し
た
各
種

ク
ー
ポ
ン
の
利
用
実
績
に

つ
い
て
伺
う
。

お
食
事
ク
ー
ポ
ン
の

中
小
企
業

当
選
者
数
は
８
３
６
人
で

あ
り
、
使
用
期
限
内
の
利

用
者
数
は
７
１
７
人
で
し

た
。
ま
た
、
宿
泊
ク
ー
ポ

ン
の
当
選
者
数
は
70
人
で

し
た
が
、
そ
の
利
用
実
績

は
把
握
し
て
い
ま
せ
ん
。

委
員
間
討
議

予
算
決
算
委
員
会
第
３

分
科
会
に
お
い
て
、「
呑

ん
で
運
試
し
！
会
津
Ｓ
Ａ

Ｋ
Ｅ
ガ
チ
ャ
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
事
業
補
助
金
の
在
り
方
」

を
論
点
と
し
、
委
員
間
討

議
を
行
い
ま
し
た
。

委
員
間
討
議
の
結
果

「
本
事
業
は
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
を
受
け
、
厳
し
い
経
営

状
況
に
あ
る
酒
造
業
や
飲

食
店
の
支
援
を
目
的
に
行

わ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、

そ
の
効
果
は
限
定
的
な
も

の
で
あ
り
、
当
初
の
目
的

を
果
た
し
た
と
は
言
え
ず
、

制
度
設
計
に
問
題
が
あ
っ

た
も
の
考
え
る
。
今
後
に

お
い
て
は
、
支
援
手
法
の

在
り
方
や
制
度
設
計
に
つ

い
て
十
分
に
検
討
し
、
よ

り
多
く
の
市
民
が
参
加
で

き
、
効
果
的
な
事
業
と
な

る
よ
う
意
を
用
い
る
べ
き

で
あ
る
。
さ
ら
に
、
本
事

業
に
つ
い
て
は
、
補
助
金

で
は
な
く
、
負
担
金
と
し

て
支
出
し
、
市
が
主
体
性

を
持
っ
て
関
わ
る
べ
き
で

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
市

は
こ
れ
ら
の
こ
と
を
重
く

受
け
止
め
、
実
行
委
員
会

に
よ
り
実
施
す
る
事
業
に

対
す
る
補
助
金
や
負
担
金

の
在
り
方
に
つ
い
て
、
し

っ
か
り
と
精
査
す
べ
き
で

あ
る
。」
と
の
分
科
会
と

し
て
の
共
通
認
識
を
確
認

し
ま
し
た
。

政
策
分
野

除
雪
車
ナ
ビ
シ
ス
テ
ム
の
運
用
実
績
等

問

除
雪
車
ナ
ビ
シ
ス
テ

ム
の
運
用
実
績
と
取
得
し

た
デ
ー
タ
の
活
用
に
つ
い

て
伺
う
。

令
和
４
年
度
は
全
て

の
除
雪
車
両
３
０
７
台
に

端
末
を
設
置
し
、
車
両
の

位
置
情
報
や
運
行
状
況
を

リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
確
認
で

き
る
よ
う
に
し
た
ほ
か
、

運
行
時
間
の
自
動
集
計
に

よ
る
日
報
作
成
、
除
雪
車

両
の
作
業
管
理
な
ど
を
行

っ
た
こ
と
で
業
務
の
効
率

化
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、

令
和
４
年
度
は
降
雪
量
が

少
な
く
、
取
得
で
き
た
デ

ー
タ
の
総
量
は
少
な
か
っ

た
も
の
の
、
各
車
両
か
ら

得
ら
れ
た
運
行
デ
ー
タ
に

つ
い
て
、
市
民
へ
の
苦
情

対
応
や
情
報
提
供
に
活
用

し
た
ほ
か
、
苦
情
の
あ
っ

た
箇
所
や
内
容
を
シ
ス
テ

ム
に
入
力
し
て
傾
向
を
分

析
す
る
こ
と
や
、
車
両
軌

雪
対
策

跡
を
分
析
し
て
雪
山
と
な

る
箇
所
を
確
認
す
る
こ
と

な
ど
も
行
っ
て
お
り
、
今

後
、
こ
れ
ら
の
結
果
を
除

雪
車
の
配
車
計
画
に
反
映

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

問

除
排
雪
業
務
の
民
間

委
託
を
進
め
て
い
く
に
当

た
っ
て
の
コ
ス
ト
の
考
え

方
に
つ
い
て
伺
う
。

市
が
民
間
委
託
を
し

て
い
る
除
排
雪
業
務
は
、

翌
朝
の
除
雪
車
出
動
を
判

断
す
る
た
め
の
夜
間
パ
ト

ロ
ー
ル
や
、
扇
町
及
び
松

長
地
区
に
お
い
て
試
行
し

て
い
る
面
的
除
雪
な
ど
が

あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の

委
託
料
に
は
、
人
件
費
の

ほ
か
ガ
ソ
リ
ン
代
な
ど
の

諸
経
費
も
含
ま
れ
て
お
り
、

市
が
直
営
で
行
っ
た
場
合

の
職
員
人
件
費
と
単
純
に

比
較
す
る
こ
と
は
難
し
い

と
考
え
ま
す
。
ま
た
、
市

職
員
の
人
件
費
に
つ
い
て

も
、
各
職
員
が
多
様
な
業

務
を
実
施
し
て
い
る
中
で

除
排
雪
業
務
の
み
を
抽
出

す
る
こ
と
は
困
難
と
考
え

ま
す
。
し
か
し
、
面
的
除

雪
の
民
間
委
託
を
今
後
ど

う
進
め
て
い
く
か
の
政
策

判
断
の
た
め
に
は
、
コ
ス

ト
も
重
要
な
判
断
材
料
で

あ
る
と
認
識
し
て
お
り
、

人
件
費
な
ど
除
排
雪
に
係

る
コ
ス
ト
を
算
出
す
る
こ

と
も
検
討
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

賛
否
一
覧
、
討
論

審

議

結

果

一

般

質

問

議
会
か
ら
の

お

知

ら

せ

議
案
等
の
審
査
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委
員
間
討
議

予
算
決
算
委
員
会
第
４

分
科
会
に
お
い
て
、「
除

排
雪
費
用
に
対
す
る
コ
ス

ト
意
識
」
を
論
点
と
し
、

委
員
間
討
議
を
行
い
ま
し

た
。

委
員
間
討
議
の
結
果

「
除
排
雪
に
係
る
費
用

に
つ
い
て
、
市
民
に
説
明

で
き
る
よ
う
コ
ス
ト
に
対

し
意
を
用
い
て
い
く
べ
き

で
あ
る
」
と
の
分
科
会
と

し
て
の
共
通
認
識
を
確
認

し
ま
し
た
。

※
な
お
、
本
案
に
つ
き
ま

し
て
は
、「
コ
ス
ト
を
意

識
し
た
効
果
的
な
除
排
雪

予
算
の
計
上
」
に
つ
い
て
、

別
掲
の
と
お
り
要
望
的
意

見
を
取
り
ま
と
め
ま
し
た
。

別掲　要望的意見
コストを意識した効果的な除排雪予算の計上について
令和４年度の決算審査において、除排雪業務におけるコ
ストの認識が不十分であり、除排雪の民間委託における費
用についても、直営費用との十分な比較検証がなされてい
ないことが明らかとなった。
除排雪業務のさらなる効率化を進めていくためには、各
事業の費用や効果についての検証が必要であり、特に民間
に委託している業務においては、市直営との比較を行い、
より効果的な除排雪が行える体制を構築していく必要があ
る。
これらを踏まえた上で、令和６年度の当初予算編成に当
たっては、除排雪に係るコストに意を用いた、市民が分か
りやすく納得できる除排雪予算を計上するよう要望する。

問

本
市
の
空
き
家
の
現

状
と
対
策
の
必
要
性
に
対

す
る
認
識
を
伺
う
。

本
年
９
月
１
日
現
在

で
市
が
把
握
し
て
い
る
市

内
の
空
き
家
に
つ
い
て
は
、

１
５
７
３
件
あ
り
、
そ
の

う
ち
適
正
に
管
理
さ
れ
て

い
な
い
と
思
わ
れ
る
空
き

家
に
つ
い
て
は
、
１
１
３

件
と
、
増
加
し
て
い
る
状

況
に
あ
り
ま
す
。

適
正
に
管
理
さ
れ
て
い

な
い
空
き
家
に
つ
い
て
は
、

周
辺
に
様
々
な
影
響
を
与

え
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
対
応
が
で
き
な
い

も
の
に
つ
い
て
、
行
政
が

応
急
の
対
応
を
す
る
こ
と

が
、
市
民
生
活
の
安
全
確

保
の
た
め
に
は
必
要
と
考

え
、
今
回
こ
の
条
例
を
制

定
す
る
こ
と
に
至
っ
た
も

の
で
す
。

議案第71号
会津若松市
空家等応急
措置条例

【
条
例
制
定
の
趣
旨
・
理
由
】

自
然
災
害
の
影
響
や
老
朽
化
に
よ
る
損
傷
等
に
よ
り
、

周
辺
に
対
し
て
急
迫
し
た
危
険
な
状
態
と
な
っ
て
い
る

空
き
家
や
空
き
家
に
附
属
す
る
工
作
物
に
つ
い
て
、
こ

れ
ら
の
危
険
を
回
避
す
る
た
め
、
市
が
必
要
最
小
限
度

の
緊
急
的
か
つ
応
急
的
な
措
置
を
行
う
た
め
に
条
例
を

制
定
す
る
も
の
で
す
。

問

義
務
教
育
学
校
と
し

て
湊
学
園
を
設
置
す
る
こ

と
に
よ
る
地
域
の
課
題
解

決
に
向
け
た
効
果
に
つ
い

て
伺
う
。

湊
地
区
に
お
い
て
は
、

県
立
中
学
校
や
、
保
護
者

の
職
場
に
合
わ
せ
て
旧
市

内
の
小
・
中
学
校
へ
進
学

・
転
校
す
る
児
童
・
生
徒

が
い
ま
す
。
義
務
教
育
学

校
と
し
て
、
地
域
の
特
色

を
生
か
し
た
魅
力
あ
る
教

育
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ

り
、
児
童
・
生
徒
の
湊
地

区
外
へ
の
進
学
・
転
校
を

減
少
さ
せ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

議案第72号
会津若松市立
学校設置条例
の一部を改正

する条例

【
条
例
改
正
の
趣
旨
・
理
由
】

湊
地
区
に
お
い
て
、
義
務
教
育
学
校
と
し
て
湊
学
園

を
設
置
す
る
た
め
に
条
例
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

賛
否
一
覧
、
討
論

審

議
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果

一

般

質
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議
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か
ら
の
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議
案
等
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審
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令和６年４月から湊小学校と湊中学校
は義務教育学校に移行します。

湊
小
学
校

湊
中
学
校



案件 請願・陳情内容 所管委員会における
審査経過および結果

本会議における
審議結果

請願第３号
消費税インボイス制度
の即時中止を求めるこ
とについて

（請願者）
会津若松民主商工会 
会長　田勢　元喜さん

（紹介議員）
松崎　新議員他２名

　消費税のインボ
イス制度を即時中
止することについ
て、関係機関に働
きかけてほしい。

　総務委員会の審査において、一部の委員から
賛否の意見がありました。
〇反対意見
請願者の願意は十分理解できるものの、免税
事業者であっても、預かった消費税は適正に納
税されるべきであると考えることから、本請願
に反対する。�����������������������������������������������������
〇賛成意見
インボイス制度は零細企業泣かせの制度であ

ると考えることから、願意の趣旨は当然と考え、
本請願に賛成する。
【審査結果】
　本請願については、賛成少数をもって不採択
とすべきものと決められました。

不採択

陳情第６号
いいもり山学園の会津
若松市児童健全育成事
業への参加等を求める
ことについて

（陳情者）
いいもり山学園学童部
保護者会　会長　相田　
清香さん他１名

　市は、いいもり
山学園を会津若松
市児童健全育成事
業へ参加させるこ
となど２点の実現
を図るため、特段
の措置を講じてほ
しい。

　文教厚生委員会の審査において、一部の委員
から反対の意見がありました。
〇反対意見
市のこどもクラブ事業は、国が定める基準等
により運営されており、現在、いいもり山学園
が実施している学童事業の内容を、本市のこど
もクラブ事業として実施することは難しい。さ
らに、いいもり山学園が実施している学習サポ
ート、園内での習い事の実施、利用者の希望に
沿った開園時間などを市の放課後児童健全育成
事業の取組として反映することは、困難である
と考えることから、本陳情に反対する。
【審査結果】
　本陳情については、賛成者なしで不採択とす
べきものと決められました。

不採択

９月定例会議で審査された請願および陳情
の審査の経過と結果をお知らせします。

8

請願・陳情ができます
請願権は、国民の基本的人権の一つとして憲法第16条に規定されている権利であり、市民の皆さんは、

市議会に対し、市政への要望や意見を「請願」・「陳情」という形で、文書で提出することができます。ま
た、同様に市議会を通して国や県に対して要請したいことも請願・陳情することができます。
請願を提出する場合は、地方自治法の規定により、紹介議員が一人以上必要になりますが、陳情の提出に

ついての法的根拠はなく、紹介議員の必要はありません。
請願・陳情書は、定例会議開会日の３日前までに受理したものをその定例会議で審査します。

結果は、請願（陳情）の提出者に通知され、採択された場合は、その旨を市長に通知
したり、議会の意思として、関係機関に「意見書」を送付したりします。結論がでない
場合は、定例会議終了後も継続して審査する場合もあります。

市議会ホームページ

【請願（陳情）の流れ】

請願
（陳情）
の提出

所管
委員会に
付託・審査

採択
または
不採択

議長が
受理

本会議
に上程

本会議
で表決

市長や関係
機関へ送付

（採択されたもの
を送付します）
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９月定例会議に提出された議案等とその審議結果
番号 件　　　　名

14
副市長の選任について
目黒　要一さん（慶山一丁
目）

15
公平委員会委員の選任につ
いて
寺岡　毅さん（一箕町）

16

固定資産評価員の選任につ
いて
目黒　要一さん（慶山一丁
目）

以上、同意
諮　　　　問（１件）

２
人権擁護委員候補者の推薦
について
加藤　明男さん（北会津町）

意見（同意）
決 　議 　案（１件）

１

承認第３号　令和４年度会
津若松市一般会計歳入歳出
決算の認定についてに関す
る決議
以上、原案のとおり可決
請願・陳情（２件）

請願
３

消費税インボイス制度の即
時中止を求めることについ
て
（会津若松民主商工会　会
長　田勢　元喜さん）
・紹介議員～松崎　新議員
他２名

陳情
６

いいもり山学園の会津若松
市児童健全育成事業への参
加等を求めることについて
（いいもり山学園学童部保
護者会　会長　相田　清香
さん他１名）

以上、不採択

番号 件　　　　名
議　　　　案（19件）

63

令和５年度会津若松市一般
会計補正予算（第６号）
（以下第70号までの各会計
補正予算は会計名のみ記載）

64 国民健康保険特別会計
65 観光施設事業特別会計
66 地方卸売市場事業特別会計

67 扇町土地区画整理事業特別
会計

68 介護保険特別会計

69 三本松地区宅地整備事業特
別会計

70 後期高齢者医療特別会計

71 会津若松市空家等応急措置
条例

72 会津若松市印鑑条例の一部
を改正する条例

73 会津若松市立学校設置条例
の一部を改正する条例
以上、原案のとおり可決

62
議員の派遣について
（第28回市民との意見交換
会）

74 住居表示をする区域及び方
法について

75 損害賠償の額の決定及び和
解について

76 字の区域の変更及び画定に
ついて

77 市道の認定について
78 市道の変更について

79 令和４年度会津若松市水道
事業剰余金の処分について

80
令和４年度会津若松市下水
道事業剰余金の処分につい
て

以上、可決
報　　　　告（７件）

11 監査の結果報告について

12
教育に関する事務の管理及
び執行の状況の点検及び評
価結果について

番号 件　　　　名

13
令和４年度決算に基づく健
全化判断比率及び資金不足
比率について

14
公益財団法人会津若松文化
振興財団経営状況報告につ
いて

15
一般財団法人会津若松観光
ビューロー経営状況報告に
ついて

16
一般財団法人会津若松市勤
労者福祉サービスセンター
経営状況報告について

17 株式会社まちづくり会津経
営状況報告について
承　　　　認（14件）

３

令和４年度会津若松市一般
会計歳入歳出決算の認定に
ついて
（以下第13号までの歳入歳
出決算の認定は会計名のみ
記載）

４ 国民健康保険特別会計
５ 観光施設事業特別会計
６ 地方卸売市場事業特別会計

７ 扇町土地区画整理事業特別
会計

８ 介護保険特別会計

９ 三本松地区宅地整備事業特
別会計

10 後期高齢者医療特別会計
11 水道事業会計
12 簡易水道事業会計
13 下水道事業会計

以上、認定

※アミかけ部分が採決で賛否が分か
れた案件です。
※アミかけ以外は全会一致による可
決や採択等を表しています。

議
案
等
の
審
査

賛
否
一
覧
、
討
論

一

般

質

問

議
会
か
ら
の

お

知

ら

せ

審

議

結

果

決議案第１号を賛成総員で可決



10

令和５年９月定例会議の賛否一覧　　��※これ以外の案件等は９ページのとおり全会一致で可決等されています。
会派名　　　

議員名

議案等名

議決結果 反
対:賛

成

市民クラブ フォーラム会津 公明党 創風あいづ 立憲連合 共 社 夢
平
田

久
美

中
川

廣
文

柾
屋
奈
津
子

長
谷
川
純
一

髙
橋

義
人

小
畑

　
　
匠

小
倉
孝
太
郎

大
竹

俊
哉

清
川

雅
史

戸
川

稔
朗

石
田

典
男

笹
内

直
幸

内
海

　
　
基

長
郷
潤
一
郎

古
川

雄
一

渡
部

　
　
認

大
島

智
子

奥
脇

康
夫

大
山

享
子

吉
田

恵
三

村
澤

　
　
智

横
山

　
　
淳

髙
梨

　
　
浩

丸
山
さ
よ
子

松
崎

　
　
新

原
田

俊
広

譲
矢

　
　
隆

成
田

芳
雄

承認第３号
令和４年度会津若松市
一般会計歳入歳出決算
の認定について

認定 25：2 ○○○○○○○○−○○○○○○○○○○○○○○○○●
討
●
討
○

承認第14号
副市長の選任について 同意 26：1 ○○○○○○○○−○○○○○○○○○○○○○○○○○●○

請願第３号
消費税インボイス制度
の即時中止を求めるこ
とについて

不採択 5：22 ●●●●●●●●−●●●●●●●●●●●●●○○○○
討
○●

陳情第６号
いいもり山学園の会津
若松市児童健全育成事
業への参加等を求める
ことについて

不採択 2：25 ●●●●●●●●−●●●●●●●●●●●●●●●●●○○
討

※　○は賛成　●は反対　討は討論がなされた案件
※　議長（清川雅史）は採決に加わらない
※　会派名の略称は次のとおり　共⇒日本共産党　社⇒社会民主党・市民連合　夢⇒夢クラブ　

承認第３号　令和４年度会津若松市一般会計歳入歳出決算の認定について

反対
　原田　俊広 議員

令和４年度予算で計上されていた福利厚生費について、不適正な事務対応があり、予
算が適正に執行されたと言えないことは明白である。加えて、マイナンバーカードと健

康保険証の一体化等の違法とも言える同カードを市民へ押し付けるような事業、自衛隊への入隊適齢者名簿
の提供事務等も含まれており、決算として承認することはできない。

反対
　譲矢　隆 議員

本承認案には、職員健康診断業務の委託契約が締結されずに実施され、一部の業務の
委託料相当額について担当職員が私費で支払い、１千万円を超える予算が支出されてい

ないことは市民の信頼を大きく損なった。また、虫歯予防のためのフッ化物洗口は顕著な効果は見られない。
健診結果を歯科医師会と連携し、医療に結び付けるべきであり、補助金の支出は承認できないため反対する。

請願第３号　消費税インボイス制度の即時中止を求めることについて

賛成
　原田　俊広 議員

インボイス制度は、年間課税売上（高）が１千万円以下の零細業者や個人事業主など、
消費税が免税になっている方々も、インボイスと言われる適格請求書を発行するために

は納税業者として税務署に登録しなければならなくなる制度であり、地域で頑張る商店や個人事業主にとっ
ては大打撃になる。国に対して即時中止を求めるのは当然であり本請願に賛成する。

陳情第６号　いいもり山学園の会津若松市児童健全育成事業への参加等を求めることについて

賛成
　成田　芳雄 議員

児童の放課後時間の充実などを目指す、いいもり山学園には、市内の５つの小学校か
ら児童が利用しており、利用者は増加している。今後も健全に学園を運営するために、

市の放課後児童健全育成事業（こどもクラブ）への参加および市からの財政支援を求める学園の保護者会の
思いは当然と考えるため、本陳情に賛成する。

　討論は、表決の前に議題になっている案件に対し、
賛成か反対かの自己の意見を表明することをいいま
す。なお、９月定例会議で討論があったもの全てを
掲載しています。

議
案
等
の
審
査

審

議

結

果

一

般

質

問

議
会
か
ら
の

お

知

ら

せ

賛
否
一
覧
、
討
論
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議
案
等
の
審
査

賛
否
一
覧
、
討
論

審

議

結

果

一

般

質

問

議
会
か
ら
の

お

知

ら

せ

映像配信は
↓こちら

一 般 質 問一 般 質 問一 般 質 問
市の考えを

問う

一般質問は、市
政全般の事務事
業について市の
方針をただすも
のです。

東
山
ダ
ム
の
臭
気
発
生
の
原
因
究
明
は

渡
部　
　
認
議
員
…
Ｐ
12

都
市
公
園
は
役
割
を
果
た
せ
て
い
る
か

奥
脇

康
夫
議
員
…
Ｐ
12

除
雪
の
打
ち
合
わ
せ
記
録
簿
の
提
出
は

成
田

芳
雄
議
員
…
Ｐ
12

学
校
給
食
費
無
償
化
の
公
約
実
行
は

原
田

俊
広
議
員
…
Ｐ
13

市
長
選
挙
で
の
市
民
と
の
約
束
は

戸
川

稔
朗
議
員
…
Ｐ
13

県
病
跡
地
整
備
建
物
の
省
エ
ネ
水
準
は

村
澤　
　
智
議
員
…
Ｐ
13

住
民
と
の
協
働
を
進
め
る
取
組
は

髙
梨　
　
浩
議
員
…
Ｐ
14

公
共
施
設
へ
エ
ア
コ
ン
を
設
置
す
べ
き

内
海　
　
基
議
員
…
Ｐ
14

市
工
事
請
負
契
約
の
国
や
県
と
の
関
係
は

石
田

典
男
議
員
…
Ｐ
14

Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
処
理
水
海
洋
放
出
の
認
識
は

大
竹

俊
哉
議
員
…
Ｐ
15

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
に
向
け
た
取
組
は

松
崎　
　
新
議
員
…
Ｐ
15

全
市
民
へ
の
一
律
給
付
金
の
検
討
は

小
倉
孝
太
郎
議
員
…
Ｐ
15

公
立
保
育
所
の
民
営
化
は
問
題
で
あ
る

譲
矢　
　
隆
議
員
…
Ｐ
16

乳
幼
児
健
診
の
実
施
日
拡
大
の
検
討
を

大
島

智
子
議
員
…
Ｐ
16

歯
と
口
腔
の
健
康
づ
く
り
推
進
条
例
を

吉
田

恵
三
議
員
…
Ｐ
16

子
育
て
あ
い
づ
っ
こ
宣
言
の
活
用
を

笹
内

直
幸
議
員
…
Ｐ
17

ボ
ー
ル
で
遊
べ
る
公
園
の
整
備
を

髙
橋

義
人
議
員
…
Ｐ
17

建
設
・
都
市
計
画

教
育
・
文
化

行
・
財
政

生
活
・
環
境

健
康
・
福
祉



建設・都市計画

12

議
案
等
の
審
査

賛
否
一
覧
、
討
論

審

議

結

果

一

般

質

問

議
会
か
ら
の

お

知

ら

せ

問

東
山
浄
水
場
の
水
質

対
策
費
が
数
年
で
４
倍
に

上
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な

り
ま
し
た
が
、
東
山
ダ
ム

の
臭
気
発
生
の
原
因
究
明

は
ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い

ま
す
か
。

答

東
山
浄
水
場
の
取
水

先
で
あ
る
東
山
ダ
ム
に
お

い
て
、
数
年
前
か
ら
臭
気

が
発
生
し
て
い
る
た
め
、

浄
水
場
に
お
け
る
活
性
炭

処
理
に
よ
り
臭
気
を
除
去

し
て
い
ま
す
。

こ
の
臭
気
の
発
生
原
因

を
調
査
す
る
た
め
、
令
和

４
年
度
か
ら
県
に
よ
る
水

の
滞
留
時
間
や
富
栄
養
化

等
の
水
質
調
査
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。
令
和
５
年
度

も
調
査
を
継
続
し
て
い
ま

す
が
、
ダ
ム
貯
水
池
内
の

状
況
を
長
期
間
調
査
し
、

問

本
市
の
都
市
公
園
は
、

「
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り

ま
で
の
幅
広
い
年
齢
層
の

自
然
と
の
触
れ
合
い
、
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
、

健
康
運
動
、
文
化
活
動
等

多
様
な
活
動
の
拠
点
」
と

し
て
の
役
割
を
果
た
せ
て

い
る
の
か
認
識
を
伺
い
ま

す
。

答

様
々
な
役
割
を
担
う

都
市
公
園
を
多
く
の
方
々

に
利
用
い
た
だ
い
て
お
り
、

都
市
公
園
と
し
て
の
役
割

を
十
分
に
果
た
し
て
い
る

も
の
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

問

市
公
園
施
設
長
寿
命

化
計
画
に
お
け
る
健
全
度

調
査
に
お
い
て
、
Ｃ※

お
よ

び
Ｄ
判
定
の
施
設
は
、
計

画
期
間
内
に
施
行
と
な
る

の
か
伺
い
ま
す
。

計
画
が
終
了
す
る
令

答

和
６
年
度
末
ま
で
に
改
修

で
き
な
い
施
設
も
見
込
ま

れ
る
こ
と
か
ら
、
次
期
計

画
に
お
い
て
、
さ
ら
な
る

整
備
の
推
進
が
図
ら
れ
る

よ
う
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

問

公
園
お
よ
び
緑
地
の

課
題
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答

公
園
や
緑
地
に
対
す

る
市
民
か
ら
の
意
見
や
要

望
は
多
く
寄
せ
ら
れ
て
お

り
、
草
刈
り
な
ど
の
要
望

が
集
中
し
た
場
合
に
、
対

応
が
遅
れ
る
こ
と
や
、
施

設
等
の
老
朽
化
に
よ
り
、

日
常
的
な
維
持
管
理
だ
け

で
は
対
応
で
き
な
い
課
題

が
生
じ
て
い
ま
す
。

問

市
民
か
ら
、
除
雪
に

つ
い
て
の
要
望
や
苦
情
が

毎
年
多
い
た
め
、
除
雪
業

者
は
、
降
雪
前
に
町
内
会

区
長
等
と
協
議
し
、「
打

ち
合
わ
せ
記
録
簿
」
を
市

に
提
出
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。
令
和
４
年
12

月
定
例
会
議
の
一
般
質
問

に
て
、「
打
ち
合
わ
せ
記

録
簿
」
の
提
出
を
委
託
契

約
書
に
明
記
す
べ
き
と
指

摘
し
ま
し
た
が
、
そ
の
結

果
を
伺
い
ま
す
。

答

打
ち
合
わ
せ
記
録
簿

の
提
出
に
つ
い
て
、
契
約

書
に
明
記
し
て
い
き
ま
す
。

問

道
路
等
の
要
望
事
項

に
つ
い
て
、
要
望
者
か
ら

の
取
り
下
げ
が
な
い
限
り
、

継
続
し
て
執
行
す
る
た
め

の
対
応
を
建
設
部
で
検
討

し
て
い
ま
し
た
が
、
未
執

行
件
数
が
年
々
増
加
し
て

い
ま
す
。
令
和
４
年
12
月

定
例
会
議
の
一
般
質
問
に

て
、
10
年
以
上
経
過
し
た

要
望
件
数
は
多
く
、
時
間

は
か
か
る
が
、
少
し
ず
つ

要
望
者
と
協
議
し
て
い
く

よ
う
担
当
課
に
指
示
し
た

と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た

が
、
進
捗
状
況
を
示
し
て

く
だ
さ
い
。

答

令
和
４
年
度
末
時
点

で
、
10
年
以
上
経
過
し
た

要
望
は
３
８
３
件
と
な
っ

て
お
り
、
こ
れ
ま
で
に
43

か
所
を
整
理
し
、
利
用
頻

度
の
低
下
等
に
よ
り
、
５

か
所
の
要
望
が
取
り
下
げ

ら
れ
て
い
ま
す
。

都
市
公
園
は
役
割
を
果
た
せ
て
い
る
か

除
雪
の
打
ち
合
わ
せ
記
録
簿
の
提
出
は

答 ��

役
割
を
十
分
に
果
た
し
て
い
る
と
認
識

答 ��

委
託
契
約
書
に
明
記
し
て
い
く

答 ��

県
が
ダ
ム
貯
水
池
内
の
状
況
を
調
査
中

公
明
党

奥
脇

康
夫
議
員

夢
ク
ラ
ブ

成
田

芳
雄
議
員

フ
ォ
ー
ラ
ム
会
津

渡
部

認
議
員

専
門
家
の
意
見
を
確
認
す

る
な
ど
、
時
間
を
要
す
る

も
の
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

問

今
後
も
水
質
維
持
に

係
る
予
算
が
膨
ら
む
も
の

と
認
識
し
て
い
ま
す
が
、

令
和
４
年
度
の
実
績
額
と

令
和
５
年
度
の
実
績
見
込

額
を
お
聞
き
し
ま
す
。

答

東
山
浄
水
場
で
実
施

し
て
い
る
水
質
対
策
費
の
、

令
和
４
年
度
実
績
額
は
１

９
２
８
万
２
１
４
円
で
、

令
和
５
年
度
の
実
績
見
込

額
は
３
千
万
円
程
度
と
な

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

▽
学
校
給
食
費
の
無
償
化

▽
ふ
る
さ
と
納
税

東※

山
ダ
ム
の
臭
気
発
生
の
原
因
究
明
は

※
東
山
ダ
ム
は
、
洪
水
調
節
や

放
流
水
を
利
用
し
た
発
電
を

目
的
と
し
て
、
福
島
県
が
建

設
し
て
お
り
、
市
も
東
山
浄

水
場
の
取
水
先
と
し
て
利
用

し
て
い
ま
す
。

※
健
全
度
調
査
に
お
け
る
判
定

Ｃ
判
定
・
・
劣
化
が
進
行
し
、

修
繕
が
必
要
と
な
る
施
設

Ｄ
判
定
・
・
顕
著
な
劣
化
が
見

ら
れ
、
利
用
禁
止
と
す
べ
き

施
設
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議
案
等
の
審
査

賛
否
一
覧
、
討
論

審

議

結

果

一

般

質

問

議
会
か
ら
の

お

知

ら

せ

問

市
長
は
、
選
挙
で

「
学
校
給
食
費
の
無
償
化

に
向
け
て
取
り
組
む
」
と

市
民
に
公
約
し
て
当
選
さ

れ
ま
し
た
が
、
ど
の
よ
う

に
実
現
し
よ
う
と
考
え
て

い
ま
す
か
。

答

学
校
給
食
費
の
無
償

化
に
つ
い
て
は
、
法
の
規

定
や
各
種
支
援
の
状
況
、

各
種
施
策
の
支
援
を
踏
ま

え
て
、
総
合
的
な
判
断
が

必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い

ま
す
。
市
単
独
で
の
実
施

に
つ
い
て
は
、
多
額
の
財

政
負
担
が
継
続
的
に
生
じ

る
た
め
慎
重
な
対
応
が
必

要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
が
、

今
後
の
国
の
動
向
を
注
視

し
な
が
ら
対
応
を
検
討
し

て
い
き
ま
す
。

問

市
長
は
、
選
挙
で
市

民
に
対
し
て
「
学
校
給
食

費
の
無
償
化
に
向
け
て
取

り
組
む
」
と
約
束
し
て
い

ま
す
。
国
の
動
向
を
注
視

し
、
検
討
す
る
だ
け
で
は

公
約
違
反
で
は
な
い
で
す

か
。
市
民
の
皆
さ
ん
は
学

校
給
食
費
が
無
償
化
さ
れ

る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま

す
。
市
長
は
、
公
約
に
対

す
る
重
み
や
、
市
民
の
こ

の
期
待
を
踏
ま
え
た
取
組

を
ど
う
さ
れ
る
の
か
お
聞

き
し
ま
す
。

答

必
要
と
な
る
予
算
に

つ
い
て
、
検
討
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

▽
高
齢
者
福
祉
の
充
実

問

市
長
の
選
挙
用
ビ
ラ

で
市
民
と
約
束
し
た
施
策

を
お
示
し
く
だ
さ
い
。

答

誰
も
が
「
住
み
続
け

た
い
」「
訪
れ
た
い
」
ま

ち
の
実
現
に
向
け
て
市
政

運
営
に
取
り
組
み
ま
す
。

は
じ
め
に
、「
住
み
続

け
た
い
」
ま
ち
づ
く
り
の

施
策
に
つ
い
て
は
、
婚
活

支
援
や
結
婚
に
伴
う
費
用

の
助
成
な
ど
、
地
域
全
体

で
結
婚
を
応
援
す
る
環
境

を
つ
く
り
ま
す
。
ま
た
、

学
校
給
食
費
の
無
償
化
に

つ
い
て
国
へ
の
要
望
を
行

い
ま
す
。

教
育
に
つ
い
て
は
、
部

活
動
の
地
域
移
行
な
ど
、

地
域
総
ぐ
る
み
で
子
ど
も

た
ち
の
成
長
と
学
び
を
支

え
る
環
境
づ
く
り
に
取
り

組
み
ま
す
。

暮
ら
し
と
経
済
に
つ
い

て
は
、
県
立
病
院
跡
地
に

お
い
て
、
子
ど
も
の
屋
内

遊
び
場
を
中
心
と
し
た
子

育
て
支
援
施
設
、
民
間
に

よ
る
集
客
施
設
の
整
備
を

着
実
に
進
め
て
い
き
ま
す
。

加
え
て
、
老
朽
化
が
進
ん

で
い
る
斎
場
は
、
新
施
設

の
整
備
に
向
け
た
検
討
を

進
め
ま
す
。

次
に
、「
訪
れ
た
い
」

ま
ち
づ
く
り
の
施
策
に
つ

い
て
は
、
滞
在
交
流
型
観

光
コ
ン
テ
ン
ツ
の
創
出
、

東
山
・
芦
ノ
牧
両
温
泉
地

域
の
魅
力
向
上
な
ど
、
経

済
効
果
の
高
い
観
光
振
興

を
図
り
ま
す
。

問

県
立
病
院
跡
地
に
整

備
さ
れ
る
建
物
に
お
い
て

も
、
省
エ
ネ
と
創
エ
ネ
に

取
り
組
む
Ｚ
Ｅ
Ｂ
を
導
入

す
べ
き
と
考
え
ま
す
が
認

識
を
示
し
て
く
だ
さ
い
。

答

事
業
全
体
の
中
で
Ｚ

Ｅ
Ｂ
オ
リ
エ
ン
テ
ッ
ド
相

当
以
上
を
求
め
て
い
き
ま

す
。

問

高
速
バ
ス
の
発
着
場

と
し
て
活
用
す
る
こ
と
で

さ
ら
な
る
に
ぎ
わ
い
が
創

出
で
き
る
と
考
え
ま
す
が

認
識
を
示
し
て
く
だ
さ
い
。

答

敷
地
周
辺
の
交
通
量

や
道
路
幅
員
な
ど
、
多
く

の
課
題
が
あ
る
た
め
、
高

速
バ
ス
の
直
接
的
な
発
着

で
は
な
く
、
市
民
の
方
も

利
用
で
き
る
「
ま
ち
な
か

周
遊
バ
ス
」
の
発
着
に
つ

い
て
、
運
行
事
業
者
と
協

議
を
行
っ
て
い
ま
す
。

問

敷
地
内
に
地
元
の
若

者
が
出
店
で
き
る
小
規
模

な
空
間
の
設
置
の
可
能
性

に
つ
い
て
認
識
を
示
し
て

く
だ
さ
い
。

答

こ
れ
ま
で
市
民
の
皆

様
か
ら
い
た
だ
い
た
ご
意

見
な
ど
を
踏
ま
え
て
基
本

計
画
を
策
定
し
て
き
た
経

過
に
あ
り
、
基
本
的
に
は
、

子
ど
も
の
遊
び
場
と
子
育

て
支
援
施
設
の
整
備
と
し

て
進
め
て
い
き
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

▽
会
津
産
農
産
物
の
ブ
ラ

ン
ド
化

市
長
選
挙
で
の
市
民
と
の
約
束
は

県
病
跡
地
整
備
建
物
の
省
エ
ネ
水
準
は

学
校
給
食
費
無
償
化
の
公
約
実
行
は

答 ��

皆
様
と
共
に
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る

答 ��

Ｚ※

Ｅ
Ｂ
オ
リ
エ
ン
テ
ッ
ド
を
目
指
す

答 ��

国
の
動
向
を
注
視
し
対
応
を
検
討
す
る

市
民
ク
ラ
ブ

戸
川

稔
朗
議
員

創
風
あ
い
づ

村
澤

智
議
員

日
本
共
産
党

原
田

俊
広
議
員

※
Ｚ
Ｅ
Ｂ
オ
リ
エ
ン
テ
ッ
ド

建
物
の
一
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
消

費
量
を
一
定
基
準
以
上
削
減

し
、
さ
ら
な
る
省
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
実
現
に
向
け
た
技
術
を

導
入
し
て
い
る
建
物
の
こ
と
。
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議
案
等
の
審
査

賛
否
一
覧
、
討
論

審

議

結

果

一

般

質

問

議
会
か
ら
の

お

知

ら

せ

問

町
内
会
と
地
域
づ
く

り
組
織
に
つ
い
て
、
市
は

ど
の
よ
う
に
位
置
付
け
、

役
割
を
果
た
し
て
も
ら
い

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
か
。

答

町
内
会
に
は
、
日
常

生
活
を
支
え
る
各
種
機
能

を
担
い
、
よ
り
良
い
地
域

を
形
成
・
維
持
し
て
い
く

役
割
を
期
待
し
て
お
り
、

ま
た
、
地
域
づ
く
り
組
織

に
は
地
域
の
生
活
や
暮
ら

し
を
守
り
、
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
活
性
化
に
向
け

た
取
組
を
実
践
す
る
役
割

を
期
待
し
て
い
ま
す
。

問

住
民
主
体
の
地
域
づ

く
り
に
向
け
た
人
材
の
確

保
、
地
域
拠
点
・
財
源
の

確
保
の
在
り
方
に
つ
い
て

考
え
を
示
し
て
く
だ
さ
い
。

答

地
域
づ
く
り
に
お
い

て
、
人
材
の
確
保
や
拠
点
、

問

近
年
の
気
温
の
上
昇

傾
向
を
鑑
み
れ
ば
、
利
用

者
の
多
い
公
共
施
設
に
は
、

エ
ア
コ
ン
を
設
置
す
べ
き

と
考
え
ま
す
が
検
討
状
況

を
示
し
て
く
だ
さ
い
。

答

本
市
で
は
、
公
共
施

設
に
お
け
る
快
適
な
利
用

環
境
の
整
備
や
利
用
者
の

健
康
維
持
の
た
め
、
エ
ア

コ
ン
の
設
置
に
つ
い
て
検

討
す
る
と
と
も
に
、
エ
ア

コ
ン
設
置
済
み
の
施
設
に

お
い
て
も
、
各
施
設
の
利

用
状
況
や
利
用
者
か
ら
の

要
望
等
を
踏
ま
え
、
未
設

置
の
部
屋
等
へ
の
増
設
を

検
討
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
や
公
民
館
な
ど
、

市
民
利
用
の
多
い
施
設
を

中
心
に
計
画
的
な
エ
ア
コ

ン
設
置
を
進
め
て
き
た
と

こ
ろ
で
あ
り
、
令
和
５
年

度
に
お
い
て
も
鶴
城
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
集

会
室
に
エ
ア
コ
ン
を
設
置

し
た
と
こ
ろ
で
す
。

公
共
施
設
へ
の
エ
ア
コ

ン
の
設
置
に
つ
い
て
は
、

引
き
続
き
優
先
度
を
総
合

的
に
勘
案
し
な
が
ら
対
応

し
て
い
き
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

▽
少
子
化
対
策
に
つ
い
て

▽
観
光
振
興
に
つ
い
て

▽
持
続
可
能
な
地
域
行
事

に
つ
い
て

▽
投
票
率
向
上
に
つ
い
て

問

請
負
金
額
の
変
更
を

定
め
て
い
る
市
工
事
請
負

契
約
約
款
第
25
条
は
、
国

や
県
の
規
定
に
準
拠
し
て

い
る
の
か
伺
い
ま
す
。

答

国
や
県
の
契
約
規
定

に
準
拠
し
て
い
ま
す
。

問

令
和
５
年
３
月
適
用

の
県
設
計
労
務
単
価
の
改

訂
に
つ
い
て
、
ア
ッ
プ
率

を
示
し
て
く
だ
さ
い
。

答

国
の
調
査
に
基
づ
き

改
訂
さ
れ
た
51
職
種
の
う

ち
、
普
通
作
業
員
や
交
通

誘
導
警
備
員
な
ど
の
主
要

な
12
職
種
の
単
価
は
、
平

均
で
４
・
１
％
の
引
き
上

げ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

問

市
庁
舎
整
備
建
築
工

事
や
城
前
団
地
新
築
工
事

な
ど
の
請
負
金
額
変
更
の

経
緯
を
示
し
て
く
だ
さ
い
。

設
計
労
務
単
価
の
改

答

訂
を
含
む
県
建
築
関
係
事

業
単
価
の
改
正
が
あ
り
、

受
注
者
か
ら
の
請
求
を
受

け
、
市
の
運
用
基
準
に
基

づ
き
専
用
ソ
フ
ト
を
用
い

て
積
算
し
た
上
で
請
負
金

額
を
変
更
し
て
い
ま
す
。

問

請
負
契
約
を
増
額
変

更
す
る
場
合
の
受
発
注
者

の
責
任
を
示
し
て
く
だ
さ

い
。

答

受
注
者
は
、
変
更
の

経
緯
を
踏
ま
え
た
適
正
な

対
応
が
求
め
ら
れ
、
ま
た
、

発
注
者
は
、
受
注
者
か
ら

提
出
さ
れ
る
施
工
体
制
台

帳
の
写
し
な
ど
に
よ
り
、

確
認
す
る
責
務
が
あ
る
と

認
識
し
て
い
ま
す
。

公
共
施
設
へ
エ
ア
コ
ン
を
設
置
す
べ
き

市
工
事
請
負
契
約
の
国
や
県
と
の
関
係
は

住
民
と
の
協
働
を
進
め
る
取
組
は

答 ��

優
先
度
を
総
合
的
に
勘
案
し
対
応
す
る

答 ��

国
、
県
の
契
約
規
定
に
準
じ
て
い
る

答 ��

支
援
体
制
の
在
り
方
を
検
討
し
て
い
る

フ
ォ
ー
ラ
ム
会
津

内
海

基
議
員

市
民
ク
ラ
ブ

石
田

典
男
議
員

立
憲
連
合

髙
梨

浩
議
員

財
源
の
確
保
は
重
要
な
要

素
で
あ
り
、
行
政
は
こ
れ

ら
に
つ
い
て
、
と
も
に
考

え
対
応
す
る
役
割
を
担
う

も
の
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

問

中
学
校
運
動
部
活
動

の
地
域
移
行
に
つ
い
て
、

地
域
総
ぐ
る
み
で
子
ど
も

を
育
て
る
環
境
整
備
を
行

う
と
し
て
い
ま
す
が
、
学

校
間
の
連
携
は
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
ま
す
か
。

答

小
学
校
6
年
生
の
参

加
を
検
討
す
る
競
技
や
高

等
学
校
で
の
中
高
合
同
練

習
会
を
実
施
す
る
競
技
も

あ
り
、
学
校
間
の
連
携
に

も
配
慮
し
て
い
ま
す
。
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議
案
等
の
審
査

賛
否
一
覧
、
討
論

審

議

結

果

一

般

質

問

議
会
か
ら
の

お

知

ら

せ

問

Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
処
理
水
の

海
洋
放
出
は
、
福
島
県
民

の
理
解
が
進
ま
な
い
中
で

の
拙
速
な
判
断
と
の
声
が

一
部
市
民
か
ら
聞
こ
え
ま

す
が
、
海
洋
放
出
に
対
す

る
認
識
を
示
し
て
く
だ
さ

い
。

答

放
出
前
に
行
わ
れ
た

新
聞
社
な
ど
に
よ
る
各
種

世
論
調
査
の
結
果
に
よ
れ

ば
、
国
内
外
を
問
わ
ず
、

理
解
が
十
分
に
得
ら
れ
て

い
な
い
こ
と
や
、
多
く
の

方
々
が
風
評
被
害
を
懸
念

し
て
い
る
状
況
に
あ
っ
た

こ
と
を
踏
ま
え
、
市
と
し

て
は
慎
重
に
実
施
す
べ
き

も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
て

い
ま
す
。

問

米
価
等
は
、
い
ま
だ

風
評
被
害
の
影
響
が
払
拭

さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
今

回
の
海
洋
放
出
に
よ
り
さ

ら
な
る
風
評
被
害
が
発
生

す
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
ま

す
。
そ
の
よ
う
な
場
合
に

は
、
市
が
先
頭
に
立
っ
て

補
償
を
求
め
る
べ
き
と
考

え
ま
す
が
見
解
を
示
し
て

く
だ
さ
い
。

答

観
光
業
や
農
業
な
ど

へ
の
風
評
被
害
に
よ
り
、

地
域
経
済
へ
の
深
刻
な
影

響
が
生
じ
る
よ
う
な
場
合

に
は
、
迅
速
に
そ
の
対
応

に
取
り
組
む
考
え
で
あ
り
、

被
害
状
況
を
踏
ま
え
県
や

会
津
地
域
の
市
町
村
と
も

連
携
し
な
が
ら
国
や
東
京

電
力
に
対
し
て
然
る
べ
き

補
償
を
求
め
て
い
き
ま
す
。

問

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ

ィ
会
津
若
松
の
取
組
で
は
、

脱
炭
素
先
行
地
域
計
画
を

進
め
る
と
し
て
い
ま
す
が
、

ど
の
よ
う
に
進
め
る
の
か

伺
い
ま
す
。

答
「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ

テ
ィ
会
津
若
松
推
進
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
」
な
ど
を
通
じ
、

説
明
会
な
ど
を
開
催
し
な

が
ら
進
め
て
い
き
ま
す
。

問

脱
炭
素
先
行
地
域
計

画
に
お
け
る
取
組
と
し
て
、

鶴
ケ
城
周
辺
、
会
津
ア
ピ

オ
、
湊
の
３
つ
の
エ
リ
ア

を
対
象
と
し
た
理
由
を
伺

い
ま
す
。

答

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
需
給
調
整
の
面
で
相

互
補
完
的
な
関
係
が
期
待

で
き
る
３
エ
リ
ア
を
抽
出

し
ま
し
た
。

問

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ

ィ
会
津
若
松
の
取
組
で
は
、

地
域
内
経
済
循
環
の
構
築

を
具
体
化
す
べ
き
と
考
え

ま
す
が
認
識
を
伺
い
ま
す
。

答

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
地
産
地
消
を
進
め
る

こ
と
で
、
地
域
外
に
流
失

し
て
い
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
関

係
の
資
金
が
地
域
内
に
と

ど
ま
り
、
さ
ら
に
は
、
地

域
に
お
い
て
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
や
省
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
導
入
・
維
持
管
理
等

の
関
連
産
業
の
育
成
を
図

ろ
う
と
す
る
も
の
で
、
自

立
的
な
地
域
内
経
済
の
循

環
に
な
る
と
考
え
て
い
ま

す
。

問

本
市
で
は
、
物
価
高

騰
の
影
響
を
受
け
て
い
る

子
育
て
世
代
や
住
民
税
非

課
税
世
帯
な
ど
に
対
し
て

手
厚
く
支
援
し
て
き
て
お

り
、
物
価
高
騰
等
の
影
響

を
受
け
る
市
内
事
業
者
へ

の
事
業
継
続
の
支
援
に
つ

い
て
も
、
令
和
５
年
９
月

１
日
か
ら
支
援
金
の
申
請

受
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
物
価
高
騰
の
影

響
は
全
て
の
市
民
に
関
わ

る
事
態
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

市
民
に
一
律
に
給
付
す
る

給
付
金
の
検
討
や
、
今
ま

で
行
っ
て
き
た
学
校
給
食

や
教
育
・
保
育
施
設
、
農

業
従
事
者
、
交
通
事
業
者
、

市
内
事
業
者
等
へ
の
支
援

の
継
続
お
よ
び
さ
ら
な
る

拡
充
を
行
う
べ
き
と
考
え

ま
す
が
、
見
解
を
伺
い
ま

す
。

答

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
や
物
価
高
騰
は
、

市
民
生
活
や
事
業
活
動
に

広
く
影
響
を
及
ぼ
し
て
い

る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

市
民
生
活
へ
の
支
援
に
つ

い
て
は
、
影
響
が
特
に
大

き
い
方
々
へ
の
重
点
的
な

支
援
が
重
要
で
あ
る
と
考

え
て
お
り
、
各
種
給
付
金

の
給
付
な
ど
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
今
後
も
、
物
価

高
騰
の
影
響
や
地
域
経
済

の
状
況
、
国
・
県
に
お
け

る
対
策
を
踏
ま
え
、
支
援

の
対
象
を
見
極
め
な
が
ら
、

必
要
な
対
策
に
つ
い
て
検

討
し
て
い
き
ま
す
。

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
に
向
け
た
取
組
は

全
市
民
へ
の
一
律
給
付
金
の
検
討
は

Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
処
理
水
海
洋
放
出
の
認
識
は

答 ��

地
域
の
協
力
が
得
ら
れ
る
よ
う
進
め
る

答 ��

支
援
の
対
象
を
見
極
め
て
検
討
す
る

答 ��

慎
重
に
実
施
す
べ
き
だ
っ
た
と
考
え
る

立
憲
連
合

松
崎

新
議
員

市
民
ク
ラ
ブ

小
倉

孝
太
郎
議
員

市
民
ク
ラ
ブ

大
竹

俊
哉
議
員
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議
案
等
の
審
査

賛
否
一
覧
、
討
論

審

議

結

果

一

般

質

問

議
会
か
ら
の

お

知

ら

せ

問

市
は
、
公
立
施
設
で

あ
る
広
田
保
育
所
と
河
東

第
三
幼
稚
園
を
統
合
し
、

幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も

園
と
し
て
、
令
和
７
年
４

月
１
日
か
ら
民
営
化
す
る

と
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ

は
、
市
民
が
求
め
て
い
る

施
策
な
の
か
認
識
を
示
し

て
く
だ
さ
い
。

答

河
東
地
区
に
市
民
が

安
心
し
て
利
用
で
き
る
施

設
を
維
持
し
て
い
く
こ
と

は
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
視

点
に
お
い
て
も
、
重
要
な

施
策
で
あ
る
と
認
識
し
て

い
ま
す
。
民
営
化
に
つ
い

て
は
、
本
市
の
公
立
教
育

・
保
育
施
設
の
役
割
を
踏

ま
え
、
全
市
的
な
観
点
か

ら
方
針
を
決
定
し
て
お
り
、

市
民
か
ら
は
一
定
の
理
解

を
得
ら
れ
て
い
る
と
認
識

問

共
働
き
が
増
え
て
い

る
こ
と
も
あ
り
、
乳
幼
児

健
診
の
土
曜
日
、
休
日
の

実
施
を
検
討
す
べ
き
と
考

え
ま
す
が
、
見
解
を
示
し

て
く
だ
さ
い
。

答

乳
幼
児
健
診
を
担
当

す
る
小
児
科
医
に
は
、
通

常
の
診
療
の
ほ
か
、
夜
間

急
病
セ
ン
タ
ー
や
休
日
当

番
医
の
業
務
な
ど
を
依
頼

し
て
お
り
、
土
曜
日
、
休

日
の
負
担
も
大
き
い
と
推

察
さ
れ
ま
す
。

こ
の
た
め
、
土
曜
日
、

休
日
の
乳
幼
児
健
診
の
実

施
は
、
関
係
機
関
と
の
慎

重
な
協
議
が
必
要
と
考
え

て
い
ま
す
。

問

こ
ど
も
ク
ラ
ブ
の
開

所
時
間
に
つ
い
て
土
曜
日

や
長
期
休
業
日
は
午
前
８

時
か
ら
午
前
７
時
30
分
に

変
更
す
べ
き
と
考
え
ま
す

が
見
解
を
お
示
し
く
だ
さ

い
。

答

こ
れ
ま
で
も
開
所
時

間
を
午
前
８
時
30
分
か
ら

午
前
８
時
に
繰
り
上
げ
て

お
り
、
さ
ら
な
る
拡
大
に

つ
い
て
も
関
係
機
関
と
協

議
し
て
い
ま
す
。

問

市
に
お
け
る
結
婚
支

援
の
取
組
に
つ
い
て
示
し

て
く
だ
さ
い
。

答

オ
ン
ラ
イ
ン
型
結
婚

マ
ッ
チ
ン
グ
シ
ス
テ
ム

「
は
ぴ
福
な
び
」
の
登
録

料
の
半
額
補
助
と
新
た
に

結
婚
し
た
世
帯
へ
の
住
居

費
用
お
よ
び
引
越
費
の
補

助
を
行
っ
て
い
ま
す
。

問

条
例
制
定
に
か
か
る

こ
れ
ま
で
の
取
組
を
示
し

て
く
だ
さ
い
。

答

会
津
若
松
歯
科
医
師

会
か
ら
の
条
例
制
定
の
請

願
の
採
択
以
降
、
他
市
の

施
策
や
効
果
に
つ
い
て
調

査
を
行
い
、「
第
２
次
健

康
わ
か
ま
つ
21
計
画
」
の

中
間
評
価
を
踏
ま
え
、
市

政
だ
よ
り
や
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
等
に
よ
り
歯
お
よ
び
口

腔
の
健
康
づ
く
り
へ
の
意

識
啓
発
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。

問

条
例
制
定
に
向
け
た

今
後
の
取
組
に
つ
い
て
伺

い
ま
す
。

答

こ
れ
ま
で
の
取
組
の

結
果
、
一
定
程
度
市
民
の

意
識
の
高
揚
を
図
る
こ
と

が
で
き
た
も
の
と
認
識
し

て
い
る
も
の
の
、
さ
ら
な

る
取
組
が
必
要
で
あ
る
こ

と
か
ら
、「
福
島
県
歯
科

口
腔
保
健
の
推
進
に
関
す

る
条
例
」
の
改
正
予
定
な

ど
の
状
況
を
踏
ま
え
、
検

討
を
継
続
し
て
い
き
ま
す
。

問

条
例
制
定
は
市
長
の

公
約
と
受
け
取
っ
て
い
ま

す
が
、
市
長
の
考
え
を
再

度
お
示
し
く
だ
さ
い
。

答

歯
お
よ
び
口
腔
の
健

康
づ
く
り
は
重
要
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
条
例
の
制
定

に
向
け
様
々
な
検
討
を
継

続
し
て
い
き
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

▽
文
化
観
光
の
推
進
に
つ

い
て
ほ
か

乳
幼
児
健
診
の
実
施
日
拡
大
の
検
討
を

歯
と
口
腔
の
健
康
づ
く
り
推
進
条
例
を

公
立
保
育
所
の
民
営
化
は
問
題
で
あ
る

答 ��

関
係
機
関
と
の
慎
重
な
協
議
が
必
要

答 ��

条
例
制
定
の
検
討
を
継
続
し
て
い
く

答 ��

全
市
的
な
観
点
か
ら
方
針
を
決
定
し
た

公
明
党

大
島

智
子
議
員

創
風
あ
い
づ

吉
田

恵
三
議
員

社
会
民
主
党
・
市
民
連
合

譲
矢

隆
議
員

し
て
い
ま
す
。

問

公
立
教
育
・
保
育
施

設
の
民
営
化
の
決
定
に
は

誰
が
合
意
し
た
の
か
示
し

て
く
だ
さ
い
。

答

保
護
者
を
は
じ
め
市

民
の
方
々
か
ら
は
、
公
立

施
設
と
し
て
の
運
営
を
希

望
す
る
意
見
等
も
あ
り
ま

し
た
が
、
民
営
化
に
賛
成

や
理
解
を
示
す
ご
意
見
等

が
示
さ
れ
た
こ
と
を
踏
ま

え
、
一
定
の
合
意
が
得
ら

れ
た
も
の
と
判
断
し
、
市

と
し
て
の
方
針
を
決
定
し

ま
し
た
。
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議
案
等
の
審
査

賛
否
一
覧
、
討
論

審

議

結

果

一

般

質

問

議
会
か
ら
の

お

知

ら

せ

問

市
保
育
所
保
護
者
会

連
合
会
が
作
成
し
た
、
子

育
て
あ
い
づ
っ
こ
宣
言
を

活
用
し
、
な
か
よ
し
親
子

日
本
一
の
会
津
若
松
市
を

掲
げ
、
良
好
な
親
子
関
係

に
つ
な
が
る
政
策
と
し
て

取
り
組
む
べ
き
と
考
え
ま

す
。市

が
認
定
こ
ど
も
園
、

保
育
園
、
幼
稚
園
の
利
用

児
童
の
保
護
者
へ
、
こ
の

宣
言
を
配
布
す
る
こ
と
や
、

園
行
事
で
の
活
用
な
ど
に

よ
り
、
保
護
者
の
子
育
て

に
つ
い
て
の
意
識
の
高
揚

を
図
る
べ
き
と
考
え
ま
す

が
、
見
解
を
伺
い
ま
す
。

答

市
保
育
所
連
合
会
に

加
盟
し
て
い
る
教
育
・
保

育
施
設
で
は
、
子
育
て
あ

い
づ
っ
こ
宣
言
を
施
設
内

に
掲
示
す
る
な
ど
、
保
護

者
の
み
な
ら
ず
、
職
員
の

子
育
て
に
つ
い
て
の
意
識

の
高
揚
も
図
ら
れ
て
い
る

も
の
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

市
と
し
て
も
、
市
保
育

所
保
護
者
会
連
合
会
と
連

携
し
、
市
保
育
所
連
合
会

に
加
盟
し
て
い
な
い
教
育

・
保
育
施
設
や
、
そ
の
保

護
者
へ
の
周
知
に
努
め
て

い
き
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

▽
会
津
若
松
駅
の
利
便
性

向
上

▽
学
校
給
食
提
供
の
安
心

・
安
全
の
強
化

問

市
内
に
は
、
ボ
ー
ル

遊
び
を
明
確
に
禁
止
し
て

い
る
公
園
が
あ
り
ま
す
が
、

禁
止
し
て
い
る
根
拠
を
示

し
て
く
だ
さ
い
。

答

町
内
会
か
ら
の
要
望

等
が
あ
っ
た
公
園
に
つ
い

て
は
、
状
況
を
確
認
し
た

上
で
ボ
ー
ル
遊
び
を
禁
止

し
て
い
ま
す
。

問

ボ
ー
ル
遊
び
等
を
禁

止
す
る
の
で
は
な
く
、
防

球
ネ
ッ
ト
を
張
る
こ
と
な

ど
に
よ
り
、
ボ
ー
ル
遊
び

等
が
で
き
る
環
境
の
整
備

を
検
討
で
き
な
い
か
認
識

を
伺
い
ま
す
。

答

公
園
外
へ
の
安
全
対

策
や
公
園
内
で
遊
ぶ
子
ど

も
た
ち
の
安
全
対
策
に
つ

い
て
、
ど
の
よ
う
な
対
応

が
必
要
か
慎
重
に
検
討
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問

妊に
ん

孕よ
う

性せ
い

温
存
療
法
に

取
り
組
む
市
民
へ
積
極
的

に
手
を
差
し
伸
べ
、
子
ど

も
を
持
ち
た
い
と
望
む
家

庭
に
、
市
独
自
の
補
助
制

度
で
支
援
す
べ
き
と
考
え

ま
す
が
、
認
識
を
伺
い
ま

す
。

答

市
で
は
、
対
象
者
の

多
い
不
妊
治
療
の
支
援
制

度
を
検
討
し
て
お
り
、
妊

孕
性
温
存
療
法
の
補
助
制

度
の
有
効
性
に
つ
い
て
も

認
識
し
て
い
ま
す
が
、
今

後
、
検
討
に
努
め
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

▽
避
難
所
運
営
の
在
り
方

に
つ
い
て

ボ
ー
ル
で
遊
べ
る
公
園
の
整
備
を

子
育
て
あ
い
づ
っ
こ
宣
言
の
活
用
を

答 ��

安
心
安
全
な
公
園
整
備
に
努
め
る

答 ��

教
育
・
保
育
施
設
等
へ
の
周
知
に
努
め
る

市
民
ク
ラ
ブ

髙
橋

義
人
議
員

フ
ォ
ー
ラ
ム
会
津

笹
内

直
幸
議
員

●　点字版広報議会、声の広報議会も発行
しています。ご希望の方は議会事務局ま
でお知らせください。
●　声の広報議会は市議会ホー
ムページでも聞くことができ
ます。

点字広報議会・声の広報議会

●　「市役所情報スタジアム」で市議会の
情報を発信しています。
●　放送予定日…12月上旬予定
※　放送日が決まり次第、市議
会ホームページでお知らせし
ます。

エフエム会津

○　設置の目的
　⑴　議会評価の実施
　⑵　議会評価を活用した議会活動のさらなる充実に
係る調査研究

　　　　
○　設置期間
　議決の日（令和５年10月６日）から本特別委員会設
置の目的を達成するまで

■委員名簿
委員長　髙梨　　浩　　副委員長　松崎　　新
委　員　髙橋　義人、吉田　恵三

　　　　　原田　俊広、丸山さよ子

議会評価特別委員会が設置されました



18

７
日
●
各
派
代
表
者
会
議

　
　17

日
●
各
派
代
表
者
会
議

24
日
●
令
和
５
年
会
津
若
松
市
議
会
定
例
会
招
集

会
議
（
25
日
ま
で
）

25
日
●
各
派
代
表
者
会
議

31
日
●
予
算
決
算
委
員
会
第
２
分
科
会

　
　
●
予
算
決
算
委
員
会
第
４
分
科
会

　
　
●
文
教
厚
生
委
員
会
協
議
会

　
　
●
建
設
委
員
会
協
議
会

　
　
●
広
報
広
聴
委
員
会

１
日
●
予
算
決
算
委
員
会
第
１
分
科
会

　
　
●
予
算
決
算
委
員
会
第
３
分
科
会

　
　
●
総
務
委
員
会
協
議
会

　
　
●
産
業
経
済
委
員
会
協
議
会

４
日
●
各
派
代
表
者
会
議

　
　
●
議
会
運
営
委
員
会

　
　
●
広
報
広
聴
委
員
会

　
　
●
議
員
全
員
協
議
会

７
日
●
議
会
運
営
委
員
会

11
日
●
予
算
決
算
委
員
会
第
１
分
科
会

　
　
●
予
算
決
算
委
員
会
第
２
分
科
会

12
日
●
予
算
決
算
委
員
会
第
３
分
科
会

14
日
●
９
月
定
例
会
議
開
会
日

　
　
　
（
日
程
は
2
ペ
ー
ジ
を
参
照
）

　
　
●
議
会
運
営
委
員
会

　
　
●
総
務
委
員
会

　
　
●
文
教
厚
生
委
員
会

　
　
●
産
業
経
済
委
員
会

　
　
●
建
設
委
員
会

　
　
●
予
算
決
算
委
員
会
第
１
分
科
会

　
　
●
予
算
決
算
委
員
会
第
２
分
科
会

　
　
●
予
算
決
算
委
員
会
第
３
分
科
会

　
　
●
予
算
決
算
委
員
会
第
４
分
科
会

　
　
●
広
報
広
聴
委
員
会

　
　
●
正
副
議
長
と
正
副
委
員
長
と
の
調
整
会
議

22
日
●
各
派
代
表
者
会
議

　
　
●
予
算
決
算
委
員
会
理
事
会

　
　
●
文
教
厚
生
委
員
会
協
議
会

　
　
●
産
業
経
済
委
員
会
協
議
会

7
月

8
月

9
月

議
会
の
動
き

議
会
の
動
き

広
報
広
聴
委
員
会

委
員
長

原
田

俊
広

副
委
員
長

松
崎　
　
新

委　
　
員

平
田

久
美

　
　
　
　
　
笹
内

直
幸

　
　
　
　
　
中
川

廣
文

　
　
　
　
　
柾
屋
奈
津
子

　
　
　
　
　
大
島

智
子

　
　
　
　
　
村
澤　
　
智

今
回
掲
載
の
市
議
会
９
月
定
例
会
議
は
、

７
月
に
行
わ
れ
た
市
議
会
議
員
選
挙
で
新
し

く
選
出
さ
れ
た
議
員
に
よ
る
初
め
て
の
議
会

で
の
論
戦
で
し
た
。
各
議
員
の
一
般
質
問
を

は
じ
め
、
執
行
機
関
か
ら
提
案
さ
れ
た
新
し

い
条
例
や
補
正
予
算
と
と
も
に
令
和
４
年
度

の
決
算
審
査
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
ぜ
ひ
ご
覧

く
だ
さ
い
。
ま
た
11
月
に
行
わ
れ
る
第
28
回

議
会
と
市
民
と
の
意
見
交
換
会
の
案
内
も
掲

載
し
ま
し
た
。
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
原
田

俊
広

編
集
後
記

編
集
後
記

１２月定例会議の日程
日 月 火 水 木 金 土
12/3 4 5 6 7

開会日
（提案理由
説明）

8 9

10 11
本会議
（一般質問
・代表）

12
本会議
（一般質問
・個人）

13
本会議
（一般質問
・個人）

14
本会議
（総括質疑）
予算決算委
員会

15
文教厚生委
員会
建設委員会
予算決算委
員会（第２
・第４分科
会）

16

17 18
総務委員会
産業経済委
員会
予算決算委
員会（第１
・第３分科
会）

19 20
予算決算委
員会

21 　　　22
最終日
（委員会審
査報告～表
決)

23

※　本会議は午前10時から、委員会は午前９時30分から開催され
　　ます。
　　なお、日程は変更になる場合があります。
　　最新の情報はホームページなどでご確認ください。

議
案
等
の
審
査

賛
否
一
覧
、
討
論

審

議

結

果

一

般

質

問

議
会
か
ら
の

お

知

ら

せ
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～虚礼廃止にご理解とご協力を～
公職選挙法の規定により、次の行為などが禁止されていますので、ご理解のほどよろしくお願

いします。
○　政治家が答礼のための自筆によるものを除き、年賀状などの時候あいさつ状（電報やファクシ
ミリも含む）を出すこと。
○　政治家が新年会などに招待され、出席せずに自分の料理や飲食に相当する金銭を祝儀として
出すこと。
○　懇談会などで有権者が招待した政治家に祝儀を求めること。
○　秘書などが政治家の代理として結婚披露宴や葬式などに出席し、政治家名義で祝儀や香典を
出すこと。
○　後援会が、祝儀、花輪、香典などを出すこと。
○　政治家や後援会が、あいさつを目的とする有料の広告を出すこと。
○　広告業者（新聞やテレビなど）が政治家や後援会に対し、あいさつを目的とする有料の広告を
求めること。
※�　なお、政治家が自ら出席して祝儀や香典を出すこと、会費制の会合に会費（社会通念上の範
囲を超えないもの）を払って出席することなどは、禁止されている寄付行為にあたりません。

1
4
3

1
4
3

１．議会報告
　⑴　９月定例会議の報告
２．意見交換
　⑴　テーマ別意見交換（地域の課題等）
　⑵　市政・議会運営に関する意見交換（テーマ以外）

「市民との意見交換会」のお知らせ

主な内容

令和５年11月13日から19日まで市内15会場において、市民との意見交換会を開催します。
今回の意見交換会では、９月定例会議の報告をはじめ、地区別にテーマを決めての意見交換を
行う予定です。各地区の開催日時、開催会場、地区のテーマおよび担当議員については、裏面を
ご覧ください。

第28回

市民との意見交換会でいただいたご意見等は、下図分類イメージのとおり、議会として対応
しています。
単に意見を伺うだけでなく、一つ一つ丁寧に対応し、議会活動に生かしていきます。

市民の声を議会活動に生かします！

皆様のご参加を
お待ちしております。

市民との意見交換会での意見、提言、要望等の分類イメージ
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第28回市民との意見交換会を開催します

議員の班編成
（◎は各班の　
　　代表者）

１班　◎大竹　俊哉、笹内　直幸、長谷川純一、大山　享子、松崎　　新
２班　◎戸川　稔朗、平田　久美、髙梨　　浩、原田　俊広、長郷潤一郎
３班　◎丸山さよ子、中川　廣文、髙橋　義人、村澤　　智、渡部　　認
４班　◎譲矢　　隆、大島　智子、小畑　　匠、古川　雄一、横山　　淳、石田　典男
５班　◎成田　芳雄、柾屋奈津子、奥脇　康夫、内海　　基、吉田　恵三、小倉孝太郎

　※清川雅史議長は、班編成によらず参加します。

☞意見交換会が終わったあとは、令和６年１月中旬に
①市ホームページで結果を報告します。②開催会場で報告書をご覧いただけます。

11月16日（木）
　　　　　　①18:00 【３班】
　　　　　　②城西コミュニティセンター
③地域の支え合いについて ほか
城西地区

　　　　　　　　①18:30 【２班】
　　　　　　　　②北公民館
③人口減少、少子化による地域課題について 
ほか

町北･高野地区

11月13日（月）

　　　　　　①18:30 【１班】
　　　　　　②大戸公民館　③地域づくり
～地域づくりビジョンに基づく活動～ ほか
大戸地区

11月17日（金）
　　　　　　①18:30 【５班】
　　　　　　②鶴城コミュニティセンター
③鶴城地区のまちづくりについて ほか
鶴城地区

11月15日（水）
　　　　　　①18:00 【２班】
　　　　　　②城北コミュニティセンター
③城北地区のまちづくりについて ほか
城北地区

　　　　　　①18:00 【３班】
　　　　　　②日新コミュニティセンター
③地域の支え合いについて ほか
日新地区

　　　　　　①18:00 【１班】
　　　　　　②南公民館　
③子ども・子育て支援について
～地域を担う子どもへの支援～ ほか

門田地区

市議会ホームページ

✿あらかじめ、意見交換したい内容をお持
ちの方は、市議会ホームページ、または、
電話・ＦＡＸにより、「氏名・連絡先・
参加日程（会場）」と併せて、議会事務
局までお知らせください。

〔議会事務局〕
電話 ３９－１３２３
FAX ３９－１４７０

事前申込不要
どなたでも参加できますので、ご都合の
よい会場へお気軽にお越しください。
意見交換会の内容については19ページを

ご覧ください。

　　　　　　①18:30 【４班】
　　　　　　②一箕公民館
③一箕地区のまちづくりについて ほか
一箕地区

　　　　　　①18:30 【４班】
　　　　　　②湊公民館
③湊地区の簡易水道について ほか
湊地区

　　　　　　①18:30 【５班】
　　　　　　②中央公民館神指分館
③神指地区のまちづくりについて ほか
神指地区

11月19日（日）
　　　　　　①18:30 【５班】
　　　　　　②謹教コミュニティセンター
③謹教地区のまちづくりについて ほか
謹教地区

11月14日（火）
　　　　　　　①18:00 【３班】
　　　　　　　②北会津支所ピカリンホール
③地域の支え合いについて ほか
北会津地区

　　　　　　①18:00 【４班】
　　　　　　②河東公民館
③河東地区のまちづくりについて ほか
河東地区

　　　　　　①18:30 【２班】
　　　　　　②行仁コミュニティセンター
③行仁地区のまちづくりについて ほか
行仁地区

　　　　　　①18:30 【１班】
　　　　　　②東公民館　③地域づくり
～人と地域をつなぐ会の活動～ ほか
東山地区

地区名  
①開催時刻【担当班】
②開催会場
③意見交換のテーマWANPUG


